
弘前市から観察した岩木山の雲の垂直分布
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っている垂直分布答，すなわち雲霧帯の存在は特に熱接の山地でよく知られ

ているo ζの地帯は必ずしも降水量が多いとは限らないけれども，霧呂数が多く空中湿度が

、ために樹調が起ζ りやすい(Lauer1976)窃 水分条件は熱的条件とならんで語物の分布

る主な国子であり，単に降水量だけでなく，空中根度の多少も植物の分布にとって

るといわれるくGolte1974)。 る雲霧林は， ζの樹雨と

空中湿度によると乙ろが大きい。

E本の されない。しかし， ζζでもある

特i乙霧日数が多く，相対溢度が高く，日照時期が少い乙とが知られている(吉野1961)。 ま

た，東北地方自の山岳で森林の椙観か主雲議林の存在を示瞬した研究も為る(斎藤1977，1978)0

しかし，日本では一山地について雲や霧の分布を気候的に譲査研究した開は少い。乙れはも

ちろんw土患に密な観測網がなく 芸や巌の議続的観測を行う ζとが困難なためである。
岩木山(海抜1，625.2m)は弘前車の近傍にあり，弘前市から毎日観察する乙とができる。

乙の山地の雲のかかち方を自視とヰ真撮影によって継統的に観察したり期間は1979年 2月か

ら1981年 4月まで、の26ヶ月臨む979年10月は欠損1，1])で，毎朝8時30分かも 9時むろに，

大学の屋上(海誌約65m)から観察を行い，撮影した写真によって後か と

っfこG

ζの方法には次の欠点がある

1雲が拡がって山体が全く見えない場合，山体の上部が雲の上K出ているかどうか不明

である。出部の下部が雲の下になっているときも ζれは同様で為る。午前中の観察なので，

乙とに盛夏の午後の上鉾気流による雲の発生をとらえ iうれない。当然夜開φ状態も不明であ

る。さもに，諸々の事構によって観察が中断しがちである。

このような失点はあるが，震のかかり易い地帯が存荘するかどうか，その季節変化などに

ついては ζの方法が有効であると考えて調査を行った。

1. 雲のかかち方の季節牲

データを季節J.}IJにまとめて第 1表に示す。 9月から11月にかけての観説日数が他と

しく少いのは197吉年10月む欠測のためで‘為る。

山体が全く見えなかった場合には，山体が層積震や乱層雲によってかくされていた場合の



弘前市が放射霧によっておおわれてい

出ていた可能性が高い。

も含まれる。後の場金，出体の大部分が

tlJ体下半が雲におおわれていた日とは.tlJ麓だけに放射霧あるい

さす。この状態は少い。

っていた場

芸のかかり方を見ると，冬季は山体の全部あるい くれる ζとが他

の事鮪に較べて多い。こ

が佑の季節より多く，

くれることが多く，

K入ることによる。秋季は

るζともあまり多くなく，

2. 霊の下離の位置の季節性

う乱層雲である。春季は山体全部が見える日

ことが少い。夏季は山棒全体が見えるか，全体

ること誌少い。 ζれは梅爵季と盛夏がここ

くれることが一年中で最も安いが，山体全体が

かくれる乙とが一年中で最も多い。

1表の出体中鹿児雲の下限のある日，すなわち山体下部だけが見えている日について，

雲む下製の泣置を次の手続きによって求めた。

第1表 弘前かち見た岩木山の雲のかかり

河 12-2丹 3-5月 6-8月号-11月

14自 66日
山体全体が見えた日 02.3%) (41.8%) 

20尽
く25.己負づ〉

51日 35臼 3設
山体全体が見えなかった日 (50.9%) (22.2%) (34. 

148 
08.0%) 

1日 2日 2 
山体下半iζ雲があった日 ( 0.9%) (1. 3%) ( 1. 

1日
( 1. 3務)

418 55日 33 43日
山捧上半に雲があ た8 (36.0%) (34.8%) (29. (55. 15ぢ)

観察日 1148 158日 113日 78日

毎日の雲の下限の泣競安，弘話市かも見た岩木山むプロファイノレの上iζ写しとる O プロブ

ァイルをメッシュに区切り，各メッシュにある ている日数を季第ごとにか

ぞえる(第 1図)。 端の方のメッシュは山体プロファイ さいから，メッシュに

占める山体プロファイ jレの面積の割合を求め，そ った回数記掛けて回数を

謂整する。こうし メッシュに雲のかかった凪数のうち，各季節について最大のも

のを 100とし，告のメッシュの由数をそれに対す

等{車線で結んで第2関

これによれば， -号事は山体上部海抜1，200
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らわしてメッシュの中心に与え，

ることが多い。
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第 I図 出体名部iと雲の下醍がかかった回数
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2圏 雲の下援がかかる確率(数績は本文参照)

-4 



ことに秋季はほぼここだけに雲の下隈が位罷する。春季もほぼこれと博識であるがやや低い。

夏季は山体西舘の低い位撃に蓄の下眼がかかる ζ とが例外的に多いのを除外すれば，全体iζ

雲の下限の位彊が定まちないといえる。

種物の生育期間でなく，また山体が雪におおわれる冬季はのぞくとしても，岩木IUはだい

たい海抜 1，200m以上が室におおわれやすいといえようむ

まとめ

岩木山記かかる雲を弘前市から観察して次の結果長得たむ

( 1 )出体全体が雲におおわれる日は冬季と麦事に多い。

(2) W体上部が譲におおわれる日は秋季に最も多く，冬季・

( 3 )雲の下援は冬季・秋季iζ海抜 1，200m以上にあること

低い。夏季は下担の位霞が一定しない。

ζれは継ぐ

く，春季はこれよりやや

したがって，岩木山にも

よって持られた霧日数な

りやすい地平等があり， これ (1961) ，ζ 
と呼びうるかともほぼ矛麗しな ~)o こ

否かは今後の撞住調査iζまたれる O
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